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「うま味」の発見者
池田 菊苗

（東京帝国大学 教授）

味の素グループ創業者
二代 鈴木 三郎助

食を通じた社会への貢献
うま味を通じて日本人の
栄養を改善したい

創業の志

昆布だしに含まれる
味の成分「グルタミン酸」
を発見
「うま味」と名付ける

初代「味の素®」
（グルタミン酸ナトリウム）

グルタミン酸を原料とした
世界で初めての
うま味調味料「味の素®」
を発売。

１．味の素グループの概要

（１）創業の志
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昆布だしのうま味成分「グルタミン酸」を1909年に「味の素®」商品化
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タンパク質

人間の体を構成する成分

脂質・糖質
その他

タンパク質

約２０％

水分約６０％

 タンパク質が全カラダの約２０％を占める
 タンパク質は２０種類のアミノ酸より構成

→皮膚、筋肉、骨、臓器、血液、ホルモンなどを構成

タンパク質を構成する２０種類のアミノ酸

１．味の素グループの概要

（２）人の体とアミノ酸の関係
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体の基質は、アミノ酸でできている
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１．味の素グループの概要

（３）事業展開

造粒・加工等

統計解析等 配合等

フィルム化等

調味料

加工食品

健康食品 飼料用アミノ酸

iPS/ES細胞用培地

半導体パッケージ用
層間絶縁材料

グルタミン酸ナトリウム
（「味の素®」の主成分）

アミノ酸機能

味の素㈱の
アミノ酸技術

栄養機能

反応性

生理機能

呈味機能

アミノ酸技術を核とし、豊かな食生活と栄養課題の解決に貢献

アミノ酸
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１．味の素グループの概要

（４）事業構造

食品が売上高の約７割

製品展開エリア 生産工場数

１３０超の国・地域 １２１工場
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２．環境の取り組み

地域・地球との共生に関する目標
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３．ＴＣＦＤ対応

（１）取り組みのきっかけと経緯

～２０１８年

• 水リスク（生産お
よび原料農作物
に影響）

• 経営リスク委員
会の１チーム

２０１８年１１月～

• ＴＣＦＤ対応（含
む水リスク）

• 経営リスク委員
会の１チームの
名称変更し、役
割を拡大

２０２０年４月

• 環境（含むＴＣＦ
Ｄ対応）

• 社会（栄養や人
権など）

• サステナビリティ
推進部が発足

２０１８年上期
金融庁の講演やＣＤＰ設問にて、
ＴＣＦＤ対応の必要を認識

２０１９年
５月
ＴＣＦＤコン
ソーシア
ムへ参加

8Copyright © 2020 Ajinomoto Co., Inc. All rights reserved.



３．ＴＣＦＤ対応

（２）ガバナンス、指標と目標

ＴＣＦＤ対応 ガバナンス

戦略

シナリオ分析

リスク管理

指標と目標

ＳＢＴ ＲＥ１００

２０２０年４月に1.5℃目標として認定。

２０２０年８月に参画。
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３．ＴＣＦＤ対応

（３）シナリオ分析 ①事業に関連するリスク

＜当社事業に関連するリスク＞
洪水による工場設備被害、物流停止
渇水による工場操業停止
干ばつによる原料調達不全
台風等による工場設備被害
伝染病蔓延による運転要員不足

出典：全国地球温暖化防止活動推進センターホームーページより
https://www.jccca.org/chart/chart02_09.html
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看板商品の「味の素®」のシナリオ分析を以下の項目で実施

2020~ 2030~ 2040~ 2050~ 2060~ 2080~ 2100

物
理
リ
ス
ク

急性 渇水・洪水、
病害虫被害

慢性 海面上昇

移
行
リ
ス
ク

政策・法
規制

炭素税、エネル
ギー規制

技術 栽培・飼育技術

市場 原料・燃料・水
価格、他の食
糧・国との競合、
保険

評判

機会 市場 人口動態

消費者嗜好

参考資料：AQUEDUCT、WBCSD、ＩＰＣＣ、ほか

３．ＴＣＦＤ対応

（３）シナリオ分析 ②分析項目

参考資料：ＩＥＡ、ＩＲＥＮＡ、各国政府資料、ほか

参考資料：ＦＡＯ、各国政府資料、ほか

参考資料：ＩＥＡ、ＩＲＥＮＡ、各国政府資料、ほか

参考資料：国連

参考資料：AQUEDUCT、WBCSD、ＩＰＣＣ、ほか
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２０１８年度にモデルとして、東南アジアの「味の素®」事業のシナリオ分析を実施。
２０１９年度にグループ全体に添加した「味の素®」事業の２℃シナリオ分析の結果、
２０４０年想定で約８０億円の炭素税負担のリスクが想定された。

３．ＴＣＦＤ対応

（３）シナリオ分析 ③分析結果
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４．気候変動への適応事例

（１）洪水対策

洪水に備え
 重要な機械は２階に設置
 工場の周囲の壁のかさ上げ
 サプライチェーンの分断対策
（倉庫の大きさ、
燃料種複数化））

 従業員の生活確保
 従業員のマルチスキル化
（複数職場のオペレーション）
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４．気候変動への適応事例

（２）渇水対策

渇水に備え
 数週間程度の操業可能な貯水池の設置
 取水口の位置を下げ
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他事業もグローバル視点でシナリオ分析を展開中。
リスクと機会の抽出を行い、それらの対策を通じて当社グループのレジリエンス強化。

調味料

加工食品

健康食品 飼料用アミノ酸

iPS/ES細胞用培地

半導体パッケージ用
層間絶縁材料

グルタミン酸ナトリウム
（「味の素®」の主成分）

５．今後の対応

15Copyright © 2020 Ajinomoto Co., Inc. All rights reserved.



Thank you.


